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不
二
出
版

植
民
地
教
科
書

植
民
地
教
科
書

図
説

図
説

監
修
●
佐
藤
広
美
・
岡
部
芳
広
・
山
本
一
生

台
湾
、朝
鮮
、「
満
洲
」・中
国
占
領
地
、南
洋
群
島
、東
南
ア
ジ
ア
…
…

膨
大
な
植
民
地
教
科
書
か
ら
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
抽
出
、

最
新
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
日
本
の
植
民
地
支
配
を
浮
き
彫
り
に
。

目
で
み
る「
植
民
地
教
科
書
」事
典
の
登
場
で
す
！

教
科
書
に
み
る
、
帝
国
日
本
の
植
民
地
教
育
の
か
た
ち
！

◎ 

こ
の
１
冊
で
、
植
民
地
下
の
教
育
と
教
科
書
の

エ
ッ
セ
ン
ス
が
わ
か
る

◎ 

全
６
地
域
に
わ
た
る
教
科
書
を
、
92
の
ト
ピ
ッ
ク

か
ら
解
説

◎ 

各
章
の
コ
ラ
ム
と
用
語
解
説
、
総
合
年
表
や

関
連
資
料
が
全
体
像
を
示
す

１
． 

台
湾
、
朝
鮮
、「
満
洲
」・
中
国
占
領
地
、
南
洋
群
島
、
東
南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
日
本
国
内
の
６
つ
の
地
域
ご

と
に
、
植
民
地
教
育
の
実
態
を
伝
え
る
教
科
書
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
抽
出
、
教
育
史
研
究
に
お
け
る
第
一
線
の

知
見
を
も
と
に
解
説
。
植
民
地
教
育
の
全
体
を
俯
瞰
す
る
は
じ
め
て
の
入
門
書
。

２
． 

豊
富
な
教
科
書
図
版
や
イ
ラ
ス
ト
は
、当
時
の
日
本
の
視
点
か
ら
み
た
植
民
地
の
実
態
を
興
味
深
く
伝
え
る
。

３
． 

各
章
に
附
さ
れ
た
コ
ラ
ム
、
用
語
解
説
、
総
合
年
表
や
系
統
図
で
植
民
地
教
科
書
の
全
体
像
を
総
覧
す
る
。

定　
価
●
２
９
、７
０
０
円
（
本
体
２
７
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）　
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
9
7
8-

4-

8
3
5
0-

8
9
0
7-

2　

 

﹇
電
子
版
﹈
二
〇
二
六
年
夏
、
刊
行
予
定

編　
集
● 

佐
藤
広
美
（
日
本
国
内
）・
岡
部
芳
広
（
台
湾
）・
山
本
一
生
（「
満
洲
」・
中
国
占
領
地
）・
山
下
達
也
（
朝
鮮
）・

小
林
茂
子
（
南
洋
諸
島
）・
清
水
知
子
（
東
南
ア
ジ
ア
）・
合
津
美
穂
（
台
湾
）

体　
裁
●
全
１
巻
／
Ｂ
５
判
／
単
色
刷
／
上
製
ク
ロ
ス
装
／
カ
バ
ー
付
／
約
２
８
０
頁

執
筆
者
● 

ホ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
／
一
盛
真
／
伊
月
知
子
／
井
上
薫
／
上
田
崇
仁
／
宇
賀
神
一
／
大
石
茜
／

岡
部
芳
広
／
北
川
知
子
／
北
島
順
子
／
黒
川
直
美
／
合
津
美
穂
／
小
林
茂
子
／
佐
藤
広
美
／
佐
藤
由
美
／

清
水
知
子
／
白
柳
弘
幸
／
新
保
敦
子
／
滝
澤
佳
奈
枝
／
陳
虹
彣
／
祝
利
／
中
川
仁
／
藤
森
智
子
／

船
越
亮
佑
／
白
恩
正
／
フ
リ
ッ
ク
・
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
／
丸
山
剛
史
／
宮
脇
弘
幸
／
山
下
達
也
／
山
本
一
生

配本／刊行予定／定価／
ISBN‐NO（978-4-8350） 巻数 巻タイトルほか

第１回／ 2026年４月
揃定価92,400円（揃本体84,000円＋税10％）

8895-2

第１巻 新聞（村だより・太陽の子供 ほか）
第２巻 文集１（めばえ・朝日 ほか）
第３巻 文集２（川組／海組文集 ほか）

第２回／ 2026年7月予定
揃定価61,600円（揃本体56,000円＋税10％）

8899-0

第４巻 小砂丘忠義

第５巻 上田庄三郎
第３回／ 2027年４月予定
揃定価63,800円（揃本体58,000円＋税10％）
※別冊を含む。 8902-7

第６巻 児童の村資料

第７巻 子供の村資料
※配本・巻名・構成は変更となる場合がございます。

幼児教育資料アーカイブ６
児童の村関係資料集成 全３回配本・全７巻・別冊１

編集・解説●浅井幸子
揃定価●217,800円
（揃本体198,000円＋税10％）
解説執筆●福元真由美・川地亜弥子
協力●豊島区立郷土資料館、高知県立図
書館、高知県立文学館、今井紅子氏、門
脇厚司氏 ほか
推薦●門脇厚司・佐藤 学・田嶋 一
体裁●A4判（2面付）／上製／総約2400頁
別冊●『児童の村関係資料集成 解説』（仮）
A5判／並製／約150頁　定価2,200円
（本体2,000円＋税10％）※分売可

史料 近代沖縄教育史 
 ――喜舎場英勝の生きた世界

藤澤健一・近藤健一郎・萩原真美　編著
定価22,000円
（本体20,000円＋税10％）
B5判／上製（函入）／ 346頁
 ISBN978-4-8350-8894-5

1920年代末から沖縄返還後まで、教員
として生きた喜舎場英勝（1907-2001）。
彼が生きた時代の教育現場の実践を、豊
富な史料から描き出すはじめての試み。
職員会、学校行事などの貴重資料96点を
翻刻で収録、さらに「喜舎場英勝史料一覧」
「学校沿革誌・戦前期刊行の学校記念誌一
覧」「参考文献一覧」「人名・事項索引」も。
本格的な沖縄教育実践資料集。

方言札の近現代史 
 ――沖縄言語教育の研究

梶村光郎 著
定価7,150円（本体6,500円＋税10％）
A5判／上製／ 314頁
 ISBN978-4-8350-8833-4

近現代の沖縄において使用された方言札。
その経緯をひもとき、国家による標準語
教育の歴史を総覧する。方言札の出現か
ら、標準語励行、綴方教育との関係、戦
中・戦後の展開をていねいに跡づけた労
作。補章としてベトナムにおける少数民
族の教育政策も論ず。方言札を通してみ
る沖縄教育の現実。

教
育
と
戦
争
に
関
心
を
も
つ
一
般
読
者
、
中
高
教
育
関
係
者
。
大
学
・
公
共
図
書
館
な
ど
。

教
育
史
、
植
民
地
教
育
、
教
育
行
政
、
各
教
科
研
究
者
、
メ
デ
ィ
ア
史
、
近
現
代
史
、

民
衆
史
な
ど
の
研
究
者
。

【
お
薦
め
先
】

【
本
書
の
特
色
】

■背景イラストは台湾における低学年用の国語教科書。
日章旗をふって「戦争ごっこ」に興じる少年たちがえが
かれている。（『コクゴ』二、台湾総督府、1943年 より）

■これまでとちがう身体技法、生活を浸透
させるラジオ体操も国語の教科書に取り入
れられた。（『公学校用国語読本』巻三（第
１種）、台湾総督府、1940年 より）

佐
藤
広
美

岡
部
芳
広 ●

監
修

山
本
一
生

植
民
地
下
の
教
育
と
は

　
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
か
？

二
〇
二
六
年
六
月
刊
行
予
定
！

新刊のご案内



４
．「
善
導
」と「
近
代
化
」

１ 

善
イ
人
ニ
ス
ル
所

（
出
典
：
朝
鮮
総
督
府『
普
通
学
校
修
身
書
　
生
徒
用
』巻
一
、１
９
１
３
年
）

　
こ
の
資
料
は
、１
９
１
３
年
の『
普
通
学
校
修
身
書
　
生
徒
用
』巻
一
の﹁
第

一
課
　
学
校
﹂
の
ペ
ー
ジ
で
あ
る
︒
朝
鮮
の
修
身
書
に
は
、
日
本
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
普
通
学
校
の
優
位
性
を
説
き
、﹁
近
代
的
﹂
な
学
校
観
の
形
成

を
図
る
内
容
が
統
治
期
を
通
じ
て
含
ま
れ
て
い
る
︒
朝
鮮
総
督
府
に
よ
っ
て

教
員
用
に
編
ま
れ
た『
普
通
学
校
修
身
書
　
教
師
用
』
巻
一
に
は
、
掲
載
資

料
の
課
の
目
的
に
つ
い
て
、﹁
学
校
ハ
生
徒
ヲ
教
育
シ
テ
、
善
イ
人
ニ
ス
ル

所
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
セ
、
併
セ
テ
学
校
ニ
於
ケ
ル
大
体
ノ
心
得
ヲ
授
ケ
ル
ノ

ガ
、
本
課
ノ
目
的
デ
ア
ル21

﹂と
説
明
さ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
、
教
員
の
説
話

の
中
に
は
、
普
通
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
は﹁
仕
合
﹂（
幸

せ
）
で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
子
ど
も
は﹁
不
仕
合
﹂（
不
幸
せ
）
で
あ
る
と
い

う
内
容
が
確
認
で
き
る
︒
当
時
、
朝
鮮
の
伝
統
的
教
育
機
関
と
し
て
存
在
し

て
い
た
書
堂
や
普
通
学
校
以
外
の
私
立
の
教
育
機
関
と
の
関
係
の
中
で
、
普

通
学
校
へ
の
入
学
が
優
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
説
明

で
あ
る
︒ 

（
山
下 

達
也
）

094

３
．
皇
民
の
教
育
か
ら
戦
時
へ

５ 

海
南
島

（
出
典
：
台
湾
総
督
府『
公
学
校
用
国
語
読
本
　
第
一
種
』巻
一
一
、 

１
９
４
３
年
）

　
１
９
３
０
年
代
後
半
以
降
、
漢
民
族
を
利
用
し
た
南
進
政
策
を
画
策
し
た

台
湾
総
督
府
は
公
学
校
の
漢
民
族
児
童
を﹁
南
進
の
植
民
者
﹂
に
育
成
し
よ

う
と
し
た
︒
１
９
３
９
年
の
日
本
軍
海
南
島
上
陸
後
に
発
行
さ
れ
た
国
語
教

科
書
に
、﹁
海
南
島
﹂と
い
う
教
材
が
あ
る
︒
当
時
の
教
材
研
究
書
に
は﹁
四
十

年
前
の
台
湾
の
姿
を
残
し
て
ゐ
る
海
南
島
を
、
台
湾
の
や
う
に
文
化
の
進
ん

だ
、
住
み
よ
い
島
と
す
る
の
は
、
我
々
台
湾
島
民
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
で
あ

る8
﹂、﹁
台
湾
在
住
民
は
殊
に
南
進
の
第
一
線
に
立
つ
べ
き
覚
悟
を
十
分
に
持

た
せ
る
べ
き
で
あ
る9

﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
実
際
に
、
台
湾
総
督
府
は
海
南

島
の
植
民
地
化
を
計
画
し
、
多
く
の
台
湾
人
軍
夫
、
通
訳
、
民
間
人
を
送
り

込
ん
で
い
た
︒  

（
合
津 

美
穂
）

051 第Ⅰ章　台　湾

３
．「
日
本
」と
い
う
規
範

１ 

運
動
会

（
出
典
：
文
部
省『
ヨ
ミ
カ
タ
』一
、１
９
４
１
年
）

　
国
定
教
科
書
で
は
運
動
会
は
、﹁
教
練
﹂﹁
ラ
ジ
オ
体
操
﹂﹁
か
け
っ
こ
﹂

な
ど
身
体
規
律
の
形
成
や
集
団
秩
序
の
訓
練
と
い
っ
た
身
体
の
近
代
化
を
中

心
に
描
か
れ
て
い
る
︒
台
湾
総
督
府
に
よ
る『
コ
ク
ゴ
　
二
』（
１
９
４
２
年
）

で
は﹁
戦
争
ご
っ
こ
﹂﹁
兵
隊
ご
っ
こ
﹂
が﹁
ラ
ジ
オ
体
操
﹂
へ
と
展
開
し
て

い
く
︒
朝
鮮
総
督
府『
初
等
国
語
読
本
　
巻
二
』（
１
９
３
９
年
）で
は
、﹁
ウ

ン
ド
ウ
カ
イ
﹂
が﹁
セ
ン
ソ
ウ
ゴ
ッ
コ
﹂
へ
と
連
続
し
て
掲
載
さ
れ
る
︒
い

ず
れ
も
２
年
生
を
対
象
と
し
た
教
材
で
あ
る
︒﹁
運
動
会
﹂
と﹁
戦
争
﹂
は
直

結
し
、﹁
戦
争
﹂﹁
兵
隊
﹂は﹁
ゴ
ッ
コ
ア
ソ
ビ
﹂、
つ
ま
り
遊
び
と
し
て
身
近

に
紹
介
さ
れ
た
︒

　﹁
軍
隊
式
歩
行
法
﹂
を﹁
な
ん
ば
歩
き
﹂
に
代
わ
る
も
の
と
し
、
子
ど
も
の

身
体
は
国
家
が
管
理
す
る
も
の
と
な
る
︒
芦
田
恵
之
助
に
よ
る『
南
洋
群
島

国
語
読
本
教
授
書
』（
南
洋
庁
、
１
９
２
６
年
）は﹁
縦
列
を
作
ら
な
い
で
自

由
行
進
﹂を
と
、﹁
思
ひ
ゝ
の
方
向
を
選
定
し
て
行
進
﹂す
る
こ
と
を
奨
励
し

た
︒だ
が
最
終
的
に
は﹁
号
令
者
の
歩
調
に
あ
は
せ
て
、行
動
を
一
に
さ
せ
る
﹂

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
︒
子
ど
も
た
ち
は
能
動
性
を
喚
起
さ
れ
な
が
ら
も
、
最

後
に
は
指
示
に
従
う
身
体
、
自
発
的
な﹁
従
順
な
身
体
﹂
を
涵
養
す
る
こ
と

と
な
っ
た
︒

　
ほ
か
の
地
域
と
異
な
り
、
満
洲
で
は﹁
ラ
ン
ニ
ン
グ
﹂﹁
リ
レ
ー
﹂﹁
合
同

体
操
﹂が
登
場
し
た
︒
集
団
の
秩
序
が
重
視
さ
れ
た﹁
教
練
﹂の
教
材
が
な
く
、

﹁
ス
ケ
ー
ト
﹂﹁
陸
上
競
技
﹂﹁
水
泳
﹂﹁
野
球
﹂﹁
テ
ニ
ス
﹂と
い
っ
た
、﹁
ス

ポ
ー
ツ
﹂に
関
す
る
教
材
が
多
い
︒

　
身
体
の
規
律
を
重
視
し
た
森
有
礼
は﹁
体
操
﹂
を
教
科
と
位
置
づ
け
、
日

本
に
独
特
な﹁
運
動
会
﹂
を
奨
励
、
１
９
０
０
年
代
初
頭
に
は
小
学
校
の
行

事
と
し
て
定
着
す
る
︒
日
の
丸
掲
揚
や
君
が
代
斉
唱
と
結
び
つ
き
、
植
民
地

に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
、
現
代
に
も
受
け
継
が
れ
た
身
体
文
化
の
ひ
と
つ
、

そ
れ
が
運
動
会
で
あ
る₁
︒ 

（
北
島 

順
子
）

ラ
ジ
オ
体
操

232

コラム

ま
ず
は
日
本
語
の
普
及
を
め
ざ
し
て

　
日
本
軍
は
１
９
４
２
年
３
月
ま
で
に
東
南
ア
ジ
ア
各
地
域
を
占
領
し
、

軍
政
を
開
始
す
る
と
、早
い
時
期
か
ら
日
本
語
の
普
及
を
図
っ
た
。
例
え
ば
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
軍
属
宣
伝
班
の
中
島
健
三
・
井
伏
鱒
二
・
神
保
光
太

郎
を
中
心
と
し
て
、
１
９
４
２
年
６
月
１
日
か
ら
一
週
間
を「
日
本
語
普
及

運
動
週
間
」と
定
め
て
運
動
を
展
開
し
た
。
他
の
占
領
地
で
も
同
様
の
こ
と

が
な
さ
れ
、
宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー
が
要
所
要
所
に
掲
げ
ら
れ
た
。 

「日本語普及スローガン」応募者とその作品（フィリピン）

日本語普及用ポスター（フィリピン）

（出典：上・“The Japanese Occupation: Singapore 1942-1945 
日本統治下的新加披 ”, Archives & Oral History Department, 
Singapore, 1985. ／ 下・“Singapore: An Illustrated History 
1941-1984”, Ministry of Culture, Singapore,1984.）

（出典：フィリピン国立大学中央図書館所蔵）

（出典：軍報道部『SHIN SEIKI 新世紀』1943.No.5）
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君
が
代
斉
唱
と
結
び
つ
き
、
植
民
地

受
け
継
が
れ
た
身
体
文
化
の
ひ
と
つ
、
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【
主
な
目
次
】

は
じ
め
に

Ⅰ
．
総
説

近
代
日
本
と
植
民
地
教
育

Ⅱ
．
各
地
域
の
教
科
書

１
．
台　
湾

〈
解
説
〉
植
民
地
台
湾
と
教
科
書

〈
図
説
〉
台
湾
の
教
科
書

１ 

植
民
地
台
湾
の
「
近
代
化
」

２ 「
国
語
」
や
生
活
の
教
育

３ 

皇
民
の
教
育
か
ら
戦
時
へ

４ 「
蕃
人
」
へ
の
ま
な
ざ
し

【
コ
ラ
ム
】 

台
湾
の
国
語
教
科
書
の

仮
名
遣
い　
ほ
か

２
．
朝　
鮮

〈
解
説
〉
植
民
地
朝
鮮
と
教
科
書

〈
図
説
〉
朝
鮮
の
教
科
書

１ 

朝
鮮
と
天
皇

２ 

戦
争
と
軍
隊
と

３ 

朝
鮮
を
統
治
す
る

４ 「
善
導
」
と
「
近
代
化
」

【
コ
ラ
ム
】 

日
韓
併
合（
韓
国
併
合
）　

ほ
か

３
．「
満
洲
」・
中
国
占
領
地

〈
解
説
〉 「
満
洲
」・
中
国
占
領
地
の

学
校
教
育

〈
図
説
〉 「
満
洲
」・
中
国
占
領
地
の

教
科
書

１ 

皇
国
民
と
し
て
の
使
命
１ 

２ 

皇
国
民
と
し
て
の
使
命
２

３  

中
国
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

抑
圧
１ 

４  

中
国
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

抑
圧
２

【
コ
ラ
ム
】
蒙
疆
政
権
と
教
育

４
．
南
洋
群
島

〈
解
説
〉
南
洋
群
島
と
教
育

〈
図
説
〉
南
洋
群
島
の
教
科
書

１ 

精
神
の
「
文
明
化
」

２ 

生
活
・
郷
土
の
「
文
明
化
」

３ 

制
度
・
統
治
の
「
文
明
化
」

４ 

産
業
の
「
文
明
化
」

【
コ
ラ
ム
】 

南
洋
群
島
の
教
育
界
の

動
向　
ほ
か

５
．
東
南
ア
ジ
ア

〈
解
説
〉 

東
南
ア
ジ
ア
で
の
日
本
語

教
育

〈
図
説
〉
東
南
ア
ジ
ア
の
教
科
書

１ 

旧
宗
主
国
の
影
響
を
払
拭

２ 

日
本
語
の
使
い
手
を
育
て
る

３ 

大
東
亜
共
栄
圏
と
い
う
思
想

【
コ
ラ
ム
】 

ま
ず
は
日
本
語
の
普
及

を
め
ざ
し
て

６
．
日
本
国
内

〈
解
説
〉 

国
定
教
科
書
に
お
け
る
植

民
地
主
義

〈
図
説
〉

１ 

日
本
の
救
い
を
待
つ
ア
ジ
ア

２ 

日
本
語
、
ア
ジ
ア
へ
進
出

３ 「
日
本
」
と
い
う
規
範

【
コ
ラ
ム
】
樺
太
の
教
育　
ほ
か

Ⅲ
．
用
語
・
総
合
年
表
・
系
統
図

１
．
植
民
地
教
科
書 

関
連
用
語

２
． 

植
民
地
教
育
・
教
科
書 

総

合
年
表

３
． 

学
校
系
統
図
／
教
科
書
発

行
比
較
表

※
内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

「
植
民
地
教
科
書
」の
全
体
像
を
つ
た
え
る
、
は
じ
め
て
の
試
み
―
―

日
本
の
植
民
地
統
治
に
お
け
る
、
帝
国
の
教
育
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
？

明
治
か
ら
１
９
４
５
年
の
敗
戦
を
迎
え
る
ま
で
の「
大
日
本
帝
国
」に
お
け
る「
臣
民
教
育
」の
実
態
を
、

内
地
と
よ
ば
れ
た
国
内
、
そ
し
て
日
本
統
治
下
の
台
湾
、
朝
鮮
、「
満
洲
」・
中
国
占
領
地
、
南
洋
群
島
、

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
当
時
の「
教
科
書
」そ
れ
自
体
か
ら
理
解
し
、
植
民
地
と
日
本
、

支
配
と
被
支
配
、
日
本
人
に
と
っ
て
の
戦
争
と
は
な
に
か
を
問
い
な
お
す
た
め
に
！　

刊
行
の
こ
と
ば

監
修
者
代
表 

佐
藤
広
美

　
膨
大
に
残
さ
れ
た
植
民
地
教
科
書
に
は
、
近
代
日
本
教
育
の
思
想
と
原
理
、
す

な
わ
ち
そ
の
真
実
が
描
か
れ
て
い
る
。
日
清
戦
争
（
１
８
９
５
年
）
後
に
日
本
が

統
治
し
た
、
台
湾
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
教
科
書
を

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
手
に
と
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
通
し
て
何
を
教
え

ら
れ
た
の
か
。
植
民
地
教
科
書
に
は
、
帝
国
日
本
が
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
び
と
と
そ
の
暮
ら
し
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
、
い
か

に
植
民
地
と
し
て
支
配
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
考
え
と
手
法
と
が
、
み
ご
と
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
近
代
日
本
の
教
育
と
は

何
で
あ
っ
た
の
か
？　
そ
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
じ
つ
は
日
本
国
内
よ
り
以
上
に
、
植
民
地
で
行
わ
れ
た
教
育
の
実
際
を

知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
の
だ
。
植
民
地
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
は
そ
の
的
確
な
素
材
と
な
り
、
確
か
な
手
が
か
り
と
な
る
。

　
明
治
の
開
国
以
降
、
日
本
は
ア
ジ
ア
侵
出
へ
の
野
心
を
強
め
、
侵
略
戦
争
を
か
さ
ね
て
き
た
。
台
湾
、
朝
鮮
、「
満
洲
」・
中
国
占

領
地
、
南
洋
群
島
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
を
植
民
地
・
占
領
地
と
し
て
統
治
し
、
植
民
地
教
育
を
行
っ
て
き
た
。
政
治
的
、
軍
事
的
な

支
配
形
態
の
違
い
に
よ
っ
て
地
域
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
植
民
地
教
育
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
深
い
特
質
が
き
ざ
ま
れ
た
。
ア
ジ
ア

を
「
文
明
化
」「
近
代
化
」
す
る
一
方
で
、「
ア
ジ
ア
の
解
放
」
を
説
く
言
説
が
教
科
書
に
記
さ
れ
た
。
あ
る
い
は
大
正
新
教
育
の
考

え
方
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
現
地
適
応
主
義
的
な
教
育
実
践
も
試
み
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
徹
底
し
た
の
は
、
日
本
人
化
・
皇
民
化
の
た

め
の
日
本
語
教
育
の
強
制
（
母
語
・
母
国
語
の
抑
圧
と
剥
奪
）
で
あ
っ
た
。
本
書
か
ら
は
ま
さ
に
、
そ
れ
ら
が
手
に
と
る
よ
う
に
、

ひ
と
目
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
総
説
」
と
と
も
に
各
章
の
冒
頭
に
は
、
台
湾
、
朝
鮮
、「
満
洲
」・
中
国
占
領
地
、
南
洋
群
島
、
東
南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
日
本
国

内
の
6
地
域
の
教
育
の
歴
史
と
実
際
を
概
観
す
る
「
解
説
」
を
配
し
、各
地
の
教
科
書
を
解
き
明
か
す
「
図
説
」、そ
し
て
「
コ
ラ
ム
」

を
設
け
た
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
教
科
書
の
わ
ず
か
な
頁（
そ
の
充
実
し
た「
挿
し
絵
」が
読
者
の
目
に
飛
び
込
む
に
ち
が
い
な
い
）

だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
む
し
ろ
ス
ト
レ
ー
ト
に
、
地
域
と
日
本
が
抱
え
る
支
配
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
だ
ろ
う
。

　
巻
末
に
は
、「
図
説
」
に
は
お
さ
ま
ら
な
い
い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
う
「
植
民
地
教
科
書
用
語
集
」、
地
域
ご
と
の
出
来
事
を

総
攬
す
る
「
植
民
地
教
育
・
教
科
書 

総
合
年
表
」、
ま
た
当
時
の
教
育
制
度
の
変
遷
や
教
科
書
発
行
の
経
緯
を
わ
か
り
や
す
く
一
覧

す
る
「
学
校
系
統
図
」「
教
科
書
発
行
比
較
表
」
を
附
し
た
。
こ
れ
ら
は
植
民
地
教
科
書
の
全
体
像
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

　
こ
こ
で
示
さ
れ
る
植
民
地
と
い
う
辺
境
か
ら
の
ま
な
ざ
し
は
、
近
代
日
本
の
教
育
を
映
し
出
す
も
の
で
あ
る
。
膨
大
な
量
に
お
よ

ぶ
植
民
地
教
科
書
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
集
め
た
本
書
は
、
教
育
史
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
、
他
分
野
の
研
究
者
、
中
高
の
教
員
な
ど
一
般

読
者
へ
の
、「
教
科
書
か
ら
知
る
植
民
地
教
育
」
の
格
好
の
入
門
書
と
な
る
と
確
信
す
る
。

　

 

　
（
さ
と
う 

ひ
ろ
み
・
東
京
家
政
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

西洋と日本近代という、みずからを支配しようとする側に抵抗する被植民地の人びとが対峙した近代性とは何か？
それを探ることこそが重要だろう。 ――佐藤広美

◎ 台湾、朝鮮、「満洲」・中国占領地、南洋群島、東南アジア、国内の６地域
ごとに「解説」をおき、具体的な教科書頁から重要テーマに切り込みます。
◎ 教科書からの説明を補うコラム（見本左下）や用語集で、植民地教育を
重層的にとらえます。

右上から時計回りに、「善イ人ニスル所」（「１．朝鮮」）／「運動会」（「６．日本国内」）／
「海南島」（「１．台湾」）／コラム「まずは日本語の普及をめざして」（「５．東南アジア」）。

内容見本


